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　ここはみなさんが主役のひろばです。 
　身近な話題をどんどんお寄せください。 

緒
に
企
画
す

る
こ
と
も
考
え

た
い
」
と
感
想

を
話
し
て
い
ま

し
た
。

公
民
館
で
「
第
１
回
ク
イ
ズ
王
選
手

権
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
飯
樋
と
草
野

の
小
学
生
17
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
相
農
飯
舘
分
校
生
で

組
織
す
る
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ス
ク
ラ

ブ
（
菅
野
裕
一
代
表
）
が
主
催
し
た
も

の
で
す
。

ク
イ
ズ
は
、
○
×
ク
イ
ズ
や
漢
字
ク

イ
ズ
、
一
般
ク
イ
ズ
の
３
種
類
用
意
さ

れ
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
次
々

に
出
題
さ
れ
る
ク
イ
ズ
に
楽
し
く
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
ま
し
た
。

大
会
を
終
え
て
、
主
催
者
の
菅
野
君

は
「
希
望
者
が
多
か
っ
た
の
で
ま
た
企

画
し
て
み
た
い
。
今
度
は
小
学
生
と
一

身
体
に
障
が
い
を
持
つ
方
が
、
ス
ポ
ー
ツ
を

通
し
て
活
力
に
満
ち
た
健
康
と
生
き
が
い
づ
く

り
を
目
指
す
「
第
５
回
ふ
れ
愛
ピ
ッ
ク
」
が
、

飯
舘
中
学
校
体
育
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
民
生
児
童
委
員
協
議
会
員
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
連
絡
協
議
会
員
の
サ
ン
ク
・

エ
ー
ル
’93
、
相
農
飯
舘
分
校
生
な
ど
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
30
人
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
大
会
運
営

を
サ
ポ
ー
ト
。

大
会
は
、
50
人
の
参
加
者
が
３
チ
ー
ム
に

分
か
れ
、
ス
ト
ー
ン
ボ
ー
リ
ン
グ
や
輪
投
げ
な

ど
４
種
目
の
競
技
で
点
数
を
競
い
ま
し
た
。

競
技
終
了
後
に
は
、
赤
十
字
奉
仕
団
員
や

更
生
保
護
女
性
会
員
に
よ
る
豚
汁
が
ふ
る
ま

わ
れ
、
参
加
者
は
互
い
の
健
闘
を
称
え
合
い
な

が
ら
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

飯
舘
村
・
新
地
町
・
鹿
島

町
の
農
業
委
員
ら
60
人
が
参

加
し
、
村
内
を
会
場
に
交
流

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
交
流
会
は
、
３
町
村

の
農
業
委
員
会
が
毎
年
会
場

を
持
ち
回
り
で
開
催
し
て
い

る
も
の
で
、
今
年
で
23
回
目
。

交
流
会
で
は
、
10
チ
ー
ム

に
分
か
れ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
交
流
会
後
に
は
、

「
き
こ
り
」
で
情
報
交
歓
会

も
行
わ
れ
、
活
発
に
意
見
を

交
わ
す
な
ど
、
有
意
義
な
交

流
会
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

県
と
飯
舘
村
・
浪
江
町
・
葛

尾
村
・
川
内
村
・
田
村
市
都
路

町
で
組
織
す
る
「
あ
ぶ
く
ま
ロ
マ

ン
チ
ッ
ク
街
道
構
想
推
進
協
議

会
」
主
催
の
「
田
舎
暮
ら
し
体

験
ツ
ア
ー
」
が
行
わ
れ
、
関
東
在

住
の
７
人
が
参
加
し
、
農
村
体

験
を
行
い
ま
し
た
。

22
日
、
一
行
は
浪
江
町
で
エ

ゴ
マ
油
搾
り
を
見
学
し
た
り
、
空

き
家
物
件
を
視
察
し
た
後
、
本

村
に
移
動
。「
き
こ
り
」
に
て
、

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
で
村
に
移
住
し
た
方

た
ち
と
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

翌
日
は
、
村
内
で
木
工
細
工

体
験
や
、
そ
ば
打
ち
を
体
験
。

今
回
の
参
加
者
は
、
将
来
的

に
田
舎
暮
ら
し
を
希
望
し
て
い
る

方
た
ち
で
、
こ
の
ツ
ア
ー
が
、
田

舎
暮
ら
し
を
理
解
す
る
良
い
き
っ

か
け
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

同
協
議
会
で
は
、
元
気
な
あ

ぶ
く
ま
地
域
づ
く
り
の
た
め
、
今

後
も
活
動
を
進
め
て
い
く
予
定

で
、
12
月
３
日
に
は
、
あ
ぶ
く

ま
５
市
町
村
の
連
携
を
深
め
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、「
き
こ
り
」

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
「
い
い
た
て
イ
オ
ン

の
森
　
あ
い
・
ら
ぶ
・

湯
」
の
、
イ
オ
ラ
利
用
者

が
１
万
人
を
超
え
ま
し

た
。１

万
人
目
の
利
用
者

は
、
飯
野
町
の
高
槻
さ
ん
。

高
槻
さ
ん
に
は
、「
き
こ

り
」
か
ら
ペ
ア
の
宿
泊
券

と
イ
オ
ラ
券
２
枚
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
９
９
９
９
人
目

の
志
賀
さ
ん
（
原
町
市
）

と
、
１
０
０
０
１
人
目
の

大
槻
さ
ん
（
原
町
市
）
に

も
、
イ
オ
ラ
券
が
そ
れ
ぞ

れ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

イ
オ
ラ
の
１
日
当
た
り

の
平
均
利
用
者
数
は
、
平

日
が
30
人
、週
末
は
90
人
。

利
用
者
の
多
く
は
、
村
外

か
ら
の
リ
ピ
ー
タ
ー
と
の

こ
と
で
す
。

な
お
、
広
報
４
月
号
に

付
い
て
い
る
村
民
対
象
の

イ
オ
ラ
半
額
割
引
券
（
平

日
の
み
対
象
）
の
使
用
期

限
は
12
月
22
日
で
す
の

で
、
ま
だ
ご
利
用
さ
れ
て

い
な
い
方
は
、
お
早
目
に

ご
利
用
下
さ
い
。

北
山
初
夫
さ
ん
（
久
保
曽
）

が
、
今
年
も
大
き
な
イ
ノ
ハ

ナ
を
発
見
し
ま
し
た
。

か
さ
の
直
径
が
33
㎝
ほ
ど

ど
も
あ
る
こ
の
イ
ノ
ハ
ナ
は
、

北
山
さ
ん
が
キ
ノ
コ
採
り
に

出
か
け
た
際
、
近
所
の
山
で

見
つ
け
た
と
の
こ
と
。

北
山
さ
ん
は
、
一
昨
年
は

巨
大
マ
ツ
タ
ケ
を
、
昨
年
も

直
径
35
㎝
ほ
ど
の
イ
ノ
ハ
ナ

を
発
見
し
て
い
ま
す
。
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去
る
11
月
１
日
、
飯
舘
村
が
総
務
大
臣
賞

を
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。

内
容
は
「
過
疎
地
域
自
立
活
性
化
優
良
事

例
」
で
の
表
彰
で
す
。
多
く
の
過
疎
地
域
に

お
い
て
厳
し
い
状
況
の
中
で
、
創
意
工
夫
に

よ
り
活
性
化
が
図
ら
れ
、
自
立
が
進
め
ら
れ

て
い
る
優
良
事
例
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
の
で

し
た
。

全
国
で
５
団
体
の
表
彰
で
し
た
が
、
飯
舘

村
は
平
成
２
年
に
も
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
今
回
が
２
度
目
。
２
度
の
表
彰
は
全
国
で

初
め
て
だ
そ
う
で
す
。

飯
舘
村
が
と
て
も
高
い
評
価
を
い
た
だ
い

た
の
で
す
か
ら
大
変
う
れ
し
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
が
、
村
が
進
め
て
き
た
「
地
区
別
計

画
」
が
、
特
に
高
く
評
価
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
区
の
皆
さ

ん
の
活
動
が
大
臣
賞
に
な
っ
た
の
だ
と
言
っ

て
よ
い
で
し
ょ
う
。

こ
こ
10
年
以
上
、
20
行
政
区
が
区
長
さ
ん

を
中
心
と
し
て
、「
自
分
の
地
域
は
自
分
が
汗

を
か
か
な
い
と
良
く
な
ら
な
い
ん
だ
」
と
い

う
こ
と
で
、
忙
し
い
中
色
ん
な
地
区
別
活
動

を
し
て
き
て
い
た
だ
い
た
お
陰
で
あ
り
ま
す
。

地
区
別
計
画
は
、「
苦
労
が
多
い
」、「
息
が

切
れ
る
」、「
大
変
だ
」
な
ど
と
い
う
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
し
、
第
５
次
計
画
の
『
や
る
き

つ
な
が
り
プ
ラ
ン
』
も
、「
も
う
た
く
さ
ん
」

と
の
声
も
聞
き
ま
す
。
し
か
し
、
中
央
集
権

時
代
か
ら
地
方
分
権
の
時
代
に
な
っ
た
今
、

「
自
己
決
定
　
自
己
責
任
　
自
己
負
担
」
の

自
主
自
立
の
考
え
方
を
進
め
る
村
の
計
画

は
、
他
の
過
疎
地
域
の
み
な
ら
ず
、
全
国
の

自
治
体
の
モ
デ
ル
に
も
な
り
つ
つ
あ
る
計
画

で
す
。

で
す
か
ら
、
合
併
し
な
い
で
自
立
、
来
年

の
立
村
50
年
と
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
き
る

飯
舘
村
に
と
っ
て
、「
素
晴
ら
し
い
計
画
な
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
る
よ
う
に
」
と
い
う

国
か
ら
の
声
援
が
こ
の
賞
で
あ
り
、
今
回
の

飯
舘
村
の
受
賞
は
村
民
が
い
た
だ
い
た
賞
で

も
あ
り
ま
す
。

大
変
で
も
、
ま
た
皆
で
努
力
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

平
成
17
年
11
月
２
日

「
い
ち
ば
ん
館
」
に
て
、
飯
舘
中
学
校

（
島
義
一
校
長
）
の
２
年
生
78
人
が
、
村

長
と
の
対
話
集
会
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
集
会
は
、
生
徒
た
ち
が
村
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
総
合

的
学
習
の
時
間
を
利
用
し
て
取
り
組
ん

だ
も
の
で
す
。

集
会
で
は
、
は
じ
め
に
村
長
か
ら
村

の
歴
史
や
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
な
ど
が

紹
介
さ
れ
た
後
、
生
徒
た
ち
が
現
在
の

村
の
課
題
と
、
そ
れ
に
対
す
る
対
処
方

法
を
発
表
し
ま
し
た
。

主
な
発
表
内
容
は
、
歩
道
へ
の
街
灯

設
置
や
道
路
脇
の
ゴ
ミ
拾
い
と

除
草
、
子
ど
も
の
遊
び
場
の
設

置
な
ど
で
す
。

ま
た
、
将
来
の
飯
舘
村
に
つ

い
て
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
活
用

し
た
お
年
寄
り
の
交
通
手
段
確

保
や
小
中
高
一
貫
教
育
の
取
り

組
み
、
企
業
誘
致
な
ど
を
提
言

し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
村
長
か
ら
提
案

さ
れ
た
、「
広
報
い
い
た
て
」

の
中
に
、
生
徒
た
ち
が
作
成
す

る
ペ
ー
ジ
を
設
け
る
こ
と
も
約

束
し
ま
し
た
。

※
広
報
１
月
号
か
ら
、
生
徒
た

ち
が
作
成
し
た
ペ
ー
ジ
を
設

け
る
予
定
で
す
。

村
に
初
め
て
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が

設
立
し
、
役
員
が
菅
野
村
長

へ
あ
い
さ
つ
に
訪
れ
ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
は
、（N

on-Profit
O
rganization

）
の
略
で
、
市

民
活
動
団
体
な
ど
の
「
民
間

非
営
利
組
織
」
を
広
く
指
し

ま
す
。
営
利
企
業
と
は
異
な

り
、
社
会
の
様
々
な
課
題
に

対
し
て
、
自
ら
や
る
べ
き
こ

と
を
発
見
し
て
行
動
し
、
実

現
し
よ
う
と
す
る
組
織
や
団

体
の
こ
と
で
す
。

近
年
、
新
た
な
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
担
い
手
や
住
民
参
加

の
場
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
設
立

が
増
え
て
お
り
、
10
月
現
在

で
県
内
で
は
３
０
０
近
く
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
村
内
に
設
立
さ
れ

た
法
人
は
「
い
い
た
て
教
育

文
化
福
祉
の
茂
里

も

り

支
援
セ
ン

タ
ー
（
北
原
繁
理
事
長
）」。

生
活
支
援
・
次
世
代
人
材
育

成
や
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
推

進
を
支
援
し
た
り
、
地
方
自

治
に
つ
い
て
の
評
価
・
提
言

を
行
い
、
公
益
の
増
進
に
寄

与
す
る
こ
と
が
主
な
活
動
目

的
で
す
。

教育…子どもが自ら学ぶ意欲を活性化させて、魅力ある
人づくりを推進する力（教育力）を向上し、生きる
力を創出する教育

文化…人々に元気を与え地域社会全体を活性化させて、
魅力ある社会づくりを推進する力（文化力）を向
上し、心の豊かさを創出する文化

福祉…誰もが豊かさと優しさをもつ行動を活性化させて、
魅力ある社会づくりを推進する力（福祉力）を向
上し、思いやりを創出する福祉

村
教
育
研
究
会
（
荒
川
忠
則
会
長
）
と
村
教

育
委
員
会
が
主
催
す
る
「
村
内
小
中
学
校
音
楽

祭
」
が
、
飯
舘
中
学
校
体
育
館
に
て
行
わ
れ
、

生
徒
た
ち
が
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
表
し
ま

し
た
。

今
回
の
音
楽
祭
に
参
加
し
た
の
は
、
草
野
小

と
飯
樋
小
の
４
年
生
、
臼
石
小
の
３
・
４
年
生
、

飯
舘
中
の
２
年
生
（
選
択
音
楽
）、
さ
ら
に
、
草

野
小
金
管
ク
ラ
ブ
と
飯
樋
小
特
設
合
唱
部
、
そ

し
て
飯
舘
中
吹
奏
楽
部
。

そ
れ
ぞ
れ
合
唱
や
合
奏
を
２
〜
３
曲
ず
つ
発

表
し
た
後
、
最
後
に
参
加
者
全
員
で
「
野
に
咲

く
花
の
よ
う
に
」
を
合
唱
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
多
く
の
保
護
者
ら
が
訪
れ
、
合
唱

や
演
奏
が
終
わ
る
た
び
に
大
き
な
拍
手
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。




